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〇過去5年間の増殖及び漁獲量の推移

魚種 区分 H29 H30 R1 R2 R3
増殖量 20 20 10 10 10
漁獲量 0 0 0 0 0
増殖量 5 5 5 5 5
漁獲量 0 0 0 0 0

〇過去5年間の組合の増殖事業費の推移 （単位：円）
魚種 区分 H29 H30 R1 R2 R3
うなぎ 増殖事業費 86,000 100,345 59,350 59,350 45,200
どじょう 増殖事業費 17,280 24,300 34,600 34,600 24,300

〇削減する理由（2魚種共通）

〇過去5年間の増殖及び漁獲量の推移
魚種 区分 H29 H30 R1 R2 R3

増殖量 100 100 50 50 50
漁獲量 0 0 0 0 0

〇過去5年間の遊漁券の販売枚数及び組合員行使件数
魚種 区分 H29 H30 R1 R2 R3

1日券
(2,000円)

0 0 0 0 0

年間券
(9,000円)

1 1 1 0 0

行使件数
(3,000円)

2 2 1 1 0

金額合計
（円）

15,000 15,000 12,000 3,000 0

〇過去5年間の組合の増殖事業費の推移 （単位：円）
魚種 区分 H29 H30 R1 R2 R3
あゆ 増殖事業費 291,152 286,000 146,000 158,952 150,800

〇削減する理由

・組合員及び遊漁者を含めて、漁獲を試みる者がおらず、漁業の実態がない
・遊漁料収入にほぼ結び付かず、大半が赤字である
・これらの魚種よりは要望のある他の魚種に経費をかけ、漁場を活性化させたい

千曲川漁協における漁業権魚種の削減について

（単位：ｋｇ）

あゆ

（単位：枚、行使件数：件）

あゆ

・組合員及び遊漁者を含めて、漁獲を試みる者がおらず、漁業の実態がない
・種苗の単価が非常に高いことに加え、入手が困難であり、放流しても漁場に定着しない
・これらの魚種よりは要望のある他の魚種に経費をかけ、漁場を活性化させたい

どじょう

下伊那漁協における漁業権魚種の削減について

（単位：ｋｇ）

うなぎ


